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Reconsidering the Background of “Maboroshi no 
Genji Monogatari Emaki” Production

INAMOTO Mariko

Key Word：Maboroshi no Genji Monogatari Emaki, Genji illustrations, Sakaki, 

Zuishinin Eigon, Kujo Yukiie

Summary
　”Maboroshi no Genji Monogatari Emaki,” the largest set of existing Genji illustra-

tions, was produced in the 17th century. The “Emaki” consists of 19 scrolls located 

around the world. The Ishiyama Temple houses the first scroll of “Suetsumuhana.” 

The Spencer Collection at the New York Public Library has the second and the third 

scrolls of “Suetsumuhana” and the sole “Hahakigi”scroll. The three “Kiritsubo” 

scrolls and the six “Aoi” scrolls are maintained in private collections. The six “Saka-

ki” scrolls were separated into 31 sheets in France. The sheets have been partially re-

trieved: two in the United States, two in Belgium, and two in France, respectively.

　When comparing “Sakaki” and “Hahakigi” with regards to painting style 
and scene selection, it turns out that the “Kotobagaki” texts were written 
by the same author, but the pictures were painted by different painters. 
This suggests that the patron of “Maboroshi no Genji Monogatari Emaki,” 
rather than the author of “Kotobagaki,” ordered painters for each scroll. 
Because the author of “Kotobagaki” was related to the Kujo family, the pa-
tron might have been the Kujo family. In this study, I reconsider why and 
for whom Kujo Yukiie (head of the Kujo family) produced the “Emaki.”
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50　

池
田
忍
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
る
王
朝
物
語
絵
」
鈴
木
杜
幾
子
・
千
野
香
織
・
馬
渕
明
子
編
著
『
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
非
対
称
の
視
線
』

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
一
九
九
七
年
十
一
月
。
池
田
氏
は
、「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」
に
は
、「
平
安
時
代
を
通
じ
て
宮
廷
で
続
け
ら
れ
て
き
た
物
語
絵
制
作
を

反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
廷
文
化
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
を
創
造
す
る
こ
と
」
と
、
似
絵
の
顔
貌
表
現
を
取
り
入
れ
、
男
性
像
を
大
き
く
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
士
と
い
う
不
在
の
他
者
に
対
抗
す
る
「
宮
廷
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
新
し
い
自
己
像
を
創
造
す
る
こ
と
」
と
い
う
、
二
つ

の
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
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38　

塩
出
貴
美
子
編
『
奈
良
大
学
の
『
源
氏
絵
』―
屏
風
絵
か
ら
マ
ン
ガ
ま
で
―
』
奈
良
大
学
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
。
同
「
奈
良
大
学
所
蔵
『
源

氏
物
語
図
屏
風
』
考
―
図
様
の
継
承
・
借
用
・
変
容
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
総
合
研
究
所
所
報
』
二
〇
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

39　

佐
野
み
ど
り
「『
源
氏
物
語
』
の
造
形
―
豊
穣
な
る
世
界
」『
聚
美
』
二
〇
一
四
年
冬
。

40　

恋
田
知
子
「
杉
原
盛
安
と
そ
の
文
化
営
為
」（
註
21
）
参
照
。
桐
壺
巻
の
軸
首
に
つ
い
て
は
、
吉
川
美
穂
前
掲
論
文
（
註
8
）
参
照
。

41　

水
戸
藩
で
は
、『
大
日
本
史
』
編
纂
に
あ
た
り
蔵
書
を
提
供
し
た
盛
安
を
九
条
家
家
司
と
し
て
認
識
し
て
い
た
ら
し
い
。
海
野
氏
の
発
表
要
旨
「
近
世

初
期
の
源
氏
学
│
九
条
家
と
そ
の
周
縁
の
学
問
な
ど
│
」
は
、『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
一
二
（
註
11
）
に
掲
載
。

42　

杉
本
ま
ゆ
子
前
掲
論
文
（
註
24
）
参
照
。

43　

稲
本
万
里
子
「
京
都
国
立
博
物
館
保
管
「
源
氏
物
語
画
帖
」
に
関
す
る
一
考
察
―
長
次
郎
に
よ
る
重
複
六
場
面
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
國
華
』
一
二
二
三
、

一
九
九
七
年
九
月
。

44　

杉
本
ま
ゆ
子
前
掲
論
文
（
註
24
）
参
照
。
杉
本
氏
の
論
文
で
は
穏
仁
親
王
と
あ
る
が
、
の
ち
の
長
仁
親
王
で
あ
る
。

45　

小
嶋
菜
温
子
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
覚
書
―
室
町
期
か
ら
近
世
初
期
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
史
に
み
る
―
」（
註
9
）
参
照

46　

小
嶋
菜
温
子
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
み
る
物
語
理
解
―
近
世
初
期
の
堂
上
流
『
源
氏
』
享
受
を
め
ぐ
っ
て
」（
註
9
）
参
照
。

47　

絵
巻
が
、
制
作
時
の
現
実
と
の
葛
藤
と
、
そ
れ
を
解
消
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
池
田
忍
「
王
権
と
美
術 

絵
巻
の
時
代
を
考
え

る
」（
五
味
文
彦
編
『
京
・
鎌
倉
の
王
権
』（『
日
本
の
時
代
史
』
八
）
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）
参
照
。

48　

絵
巻
が
当
時
の
貴
族
に
と
っ
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
徳
川
・
五
島
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
早
蕨
〜
東
屋
段
を
例
に
論

じ
た
こ
と
が
あ
る
。
稲
本
万
里
子
「「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
情
景
選
択
に
関
す
る
一
考
察
―
早
蕨
・
宿
木
・
東
屋
段
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
美
術
史
』
一

四
九
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
、
鈴
木
一
雄
監
修
、
原
岡
文
子
編
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』
四
一 

宿
木
前
半
（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
）

に
補
注
を
つ
け
て
再
録
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
六
月
。
ま
た
、
絵
巻
を
用
い
た
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
同
「
夫
妻
の
情
景
―
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

夕
霧
段
、
御
法
段
を
中
心
に
」（
服
藤
早
苗
・
倉
田
実
・
小
嶋
菜
温
子
編
『
王
朝
び
と
の
生
活
誌
―
源
氏
物
語
の
時
代
と
心
性
』
森
話
社
、
二
〇
一
三

年
三
月
）
な
ど
。

49　

久
保
貴
子
「
コ
メ
ン
ト
Ⅲ
」『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
八
（
註
7
）
参
照
。
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り
・
小
嶋
菜
温
子
編
『
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
―
十
七
世
紀
、
絵
巻
の
時
代
と
古
典
復
興
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
刊
行
予
定
）

で
検
討
し
た
。

30　

小
嶋
菜
温
子
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
み
る
物
語
理
解
―
近
世
初
期
の
堂
上
流
『
源
氏
』
享
受
を
め
ぐ
っ
て
」（
註
9
）
参
照
。

31　

現
存
す
る
最
古
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」。
徳
川
黎
明
会
と
五
島
美
術
館
に
絵
の
大
部
分
が
所
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
徳
川
・
五
島
本
と
呼
ば
れ
る
。

江
戸
時
代
に
絵
の
作
者
を
藤
原
隆
能
と
伝
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
隆
能
源
氏
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
藤
原
隆
能
で
あ
る
と
の
確
証
は
な
く
、

呼
称
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ま
た
、
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
名
称
の
使
用
は
、
国
宝
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
孕
ん
で
い
る
た
め
、
慎

重
を
要
し
た
い
。

32　

秋
山
光
和
「
源
氏
物
語
絵
巻
に
関
す
る
新
知
見
」『
美
術
研
究
』
一
七
四
、
一
九
五
四
年
三
月
、「
源
氏
物
語
絵
巻
の
構
成
と
技
法
」
と
改
稿
さ
れ
『
平

安
時
代
世
俗
画
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
三
月
。

33　

柏
木
第
一
段
〜
第
三
段
、
横
笛
段
、
鈴
虫
第
一
段
〜
第
二
段
、
夕
霧
段
、
御
法
段
の
八
段
。

34　

竹
河
第
一
段
〜
第
二
段
、
橋
姫
段
の
三
段
。

35　

秋
山
光
和
前
掲
論
文
（
註
32
）
お
よ
び
、
佐
野
み
ど
り
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
世
界
」（『
風
流 

造
形 

物
語
―
日
本
美
術
の
構
造
と
様
態
』
ス
カ
イ
ド
ア
、

一
九
九
七
年
二
月
）
な
ど
を
参
照
。

36　

稲
本
万
里
子
「
中
世
・
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
絵
画
化
―
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
中
心
に
―
」（
京
都
大
学
大
学
院
・
文
学
研
究
科
編

『
世
界
の
中
の
『
源
氏
物
語
』―
そ
の
普
遍
性
と
現
代
性
―
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
で
も
指
摘
し
た
。

37　

京
狩
野
家
と
山
本
春
正
の
関
係
か
ら
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
絵
入
源
氏
物
語
』
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
見

方
が
あ
る
。
し
か
し
、『
絵
入
源
氏
物
語
』
と
同
一
場
面
が
選
択
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
図
草
稿
」（
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
蔵
）
は
、
明
ら

か
に
土
佐
派
の
作
と
推
定
さ
れ
る
源
氏
絵
で
あ
り
、
こ
の
作
品
が
『
絵
入
源
氏
物
語
』
に
遡
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
、
土
佐
派
主
導
で
源
氏

絵
の
図
様
が
整
え
ら
れ
、
そ
れ
を
元
に
『
絵
入
源
氏
物
語
』
や
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
「
源
氏
物
語
画
帖
」、
そ
し
て
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

な
ど
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
源
氏
物
語
図
草
稿
」
に
つ
い
て
は
、
仲
町
啓
子
他
「
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
所
蔵
「
源
氏

物
語
図
草
稿
」」（『
実
践
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
』
二
三
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
参
照
。
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年
五
月
。

19　

村
瀬
実
恵
子
解
説
『The N

ew
 York Public Library collection TA

LES O
F JA

PA
N

―
物
語
絵
―
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
神
戸
市
立
博
物
館
、
一

九
八
七
年
二
月
。

20　

田
口
榮
一
「「
末
摘
花
」
絵
巻
に
お
け
る
物
語
の
絵
画
化
―
源
氏
絵
場
面
選
択
の
意
識
と
そ
の
造
形
化
の
一
考
察
―
」
鈴
木
一
雄
監
修
、
須
田
哲
夫
編

『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』
一
三
末
摘
花
（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
）
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
。

21　

恋
田
知
子
「
偽
経
・
説
話
・
物
語
草
子
―
岩
瀬
文
庫
蔵
『
釈
迦
并
観
音
縁
起
』
絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
国
文
』
七
四
―
五
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、

『
仏
と
女
の
室
町
―
物
語
草
子
論
―
』
所
収
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
二
月
。
同
「
杉
原
盛
安
と
そ
の
文
化
営
為
」
石
川
透
監
修
・
阿
部
泰
郎
・

阿
部
美
香
編
『
岩
瀬
文
庫
蔵 
奈
良
絵
本
・
絵
巻 

解
題
図
録
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
七
年
八
月
。
同
「
江
戸
初
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
一
背
景
―

中
井
正
知
・
杉
原
盛
安
の
文
化
活
動
―
」『
芸
文
研
究
』
九
五
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
。

22　

随
心
院
に
は
、
狩
野
永
納
筆
の
「
栄
厳
僧
正
像
」
が
遺
っ
て
い
る
。
五
十
嵐
公
一
「
狩
野
永
納
と
随
心
院
」『
塵
芥
』
一
六
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。
栄

厳
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
同
「
九
条
幸
家
と
京
狩
野
家
」（『
塵
界
』
一
七
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
同
『
近
世
京
都
画
壇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

注
文

主
と
絵
師
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）、
同
『
京
狩
野
三
代 

生
き
残
り
の
物
語 

山
楽
・
山
雪
・
永
納
と
九
条
幸
家
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
二
年
十
二
月
）
参
照
。

23　

久
保
氏
の
報
告
は
、『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
八
（
註
7
）
に
「
コ
メ
ン
ト
Ⅲ
」
と
し
て
掲
載
。

24　

杉
本
ま
ゆ
子
「
九
条
幸
家
と
源
氏
物
語
―
源
氏
切
紙
と
幻
の
絵
巻
」『
國
文
目
白
』
四
九
、
二
〇
一
〇
年
二
月
。

25　

川
本
桂
子
前
掲
論
文
（
註
17
）
参
照
。

26　

詳
し
く
は
、
稲
本
万
里
子
前
掲
論
文
（
註
2
）
参
照
。

27　

吉
川
美
穂
前
掲
論
文
（
註
8
）
参
照
。

28　

石
山
寺
本
の
奥
書
は
、
田
口
榮
一
前
掲
論
文
（
註
20
）、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
奥
書
は
、
辻
英
子
『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』（
笠
間
書
院
、
一

九
九
九
年
二
月
）、
同
編
『
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵 

日
本
絵
巻
物
抄 

付
、
石
山
寺
蔵
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
参
照
。

29　

帚
木
巻
の
絵
の
様
式
と
賢
木
巻
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
稲
本
万
里
子
「
バ
ー
ク
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
賢
木
巻
断
簡
か
ら
」（
高
橋
亨
・
佐
野
み
ど
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11　

発
表
内
容
は
、
松
岡
知
華
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
断
簡
「
葬
礼
図
」
試
論
│
個
人
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻 

葵
」
と
の
関
連
│
」
と
し
て
『
立
教

大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
一
二
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
に
掲
載
。

12　

G
alerie Janette O

stier, Les jardins d'or du Prince G
enji: Peintures japonaises du Ⅹ

Ⅶ
 siècle,  Paris: G

alerie Janette O
stier, 1980. 

本
書
は
、
絵

の
全
図
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
と
部
分
図
の
カ
ラ
ー
写
真
、
デ
ー
タ
、
仏
文
に
よ
る
解
説
か
ら
成
る
。

13
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、『
源
氏
物
語
』
二
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
二
一
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
一
月
）
に
よ
っ
た
。
以
下
、
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
本
と
称
し
、
全
集
本
の
分
冊
と
頁
数
を
記
す
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
源
氏
物
語
』
二
、
小
学
館
、
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
。

14　

旧
稿
で
は
剃
刀
と
し
た
が
、
金
泥
で
引
か
れ
た
御
簾
の
隙
間
に
、
湾
曲
し
た
黒
色
（
墨
か
銀
泥
の
変
色
か
不
明
）
の
線
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鋏

と
思
わ
れ
る
。

15　

千
野
香
織
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
美
術
に
は
、〈
唐
〉〈
公
〉〈
男
性
性
〉
／
〈
和
〉〈
私
〉〈
女
性
性
〉
の
二
重
の
二
重
構
造
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
千

野
香
織
「
日
本
美
術
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」『
美
術
史
』
一
三
六
、
一
九
九
四
年
三
月
。
旧
稿
で
は
、
千
野
氏
の
論
を
も
と
に
、
韻
塞
ぎ
の
場
面
を
、
琴
棋

書
画
図
の
障
子
絵
を
描
い
た
唐
風
の
空
間
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
源
氏
の
私
邸
で
あ
り
な
が
ら
、
政
と
い
う
〈
公
〉
の
場
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
解
釈
し
た
。
藤
壺
の
出
家
の
場
面
も
、
僧
侶
と
男
性
貴
族
に
よ
る
〈
公
〉
の
場
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
桐
壺
院
の
崩
御
と
藤
壺
の
出
家

と
の
因
果
関
係
を
視
覚
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
が
、〈
公
〉
の
場
の
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
、
黒
い
束
帯
姿
の
男
性
貴
族
を
描
か
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
女
性
の
出
家
と
い
う
〈
私
〉
の
出
来
事
を
あ
ら
わ
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

16　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
源
氏
物
語
』
二
、
小
学
館
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
。

17　

狩
野
山
楽
筆
「
車
争
い
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
絵
の
な
か
の
斎
院
の
行
列
と
そ
れ
を
見
物
す
る
人
び
と
に
、
九
条
幸
家
と
完
子
の
婚

礼
行
列
と
そ
の
見
物
衆
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
見
物
衆
の
な
か
に
は
、
完
子
の
母
お
江
与
が
嫁
い
だ
徳
川
家

の
家
紋
で
あ
る
三
葉
葵
の
紋
の
入
っ
た
直
垂
を
着
た
武
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
川
本
桂
子
「
九
条
家
伝
来
の
車
争
い
図
を
め
ぐ
っ
て
―
そ
の
制
作
事

情
と
解
釈
を
中
心
に
―
」
山
根
有
三
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
十
月
。

18　

朝
岡
興
禎
『
古
畫
備
考
』（
増
訂
版
）
弘
文
館
、
一
九
〇
四
年
六
月
。
反
町
茂
雄
編
『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
日
本
繪
入
り
本
及
繪
本
目
録
』

弘
文
荘
、
一
九
六
八
年
五
月
初
版
、
一
九
七
八
年
六
月
増
訂
再
版
。
秋
山
光
和
解
説
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
二 

絵
巻
物
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
〇

― 187 ―



幻の「源氏物語絵巻」の制作背景再考

（ 47 ）

6　

稲
本
万
里
子
「
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
賢
木
巻
に
つ
い
て
」
立
教
大
学
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
共
催
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
源
氏
物
語
の
文
化
史
―
宗
教
、
芸
能
、
美
術
」（
於
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
）
二
〇
〇
七
年
三
月
。

7　

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
―
近
世
初
期
の
公
家
文
化
圏
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享

受
」（
於
立
教
大
学
）
二
〇
〇
八
年
七
月
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
八
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
掲
載
。

8　

吉
川
美
穂
「
新
発
見
の
「
源
氏
物
語
絵
巻 

桐
壺
」―
製
作
背
景
と
そ
の
特
質
―
」『
金
鯱
叢
書
』
三
六
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。

9　

小
嶋
菜
温
子
・
青
木
慎
一
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
共
同
研
究
報
告
（
一
）」「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
―
バ
ー
ク
本
と
の
出
会
い
―
」

（
小
嶋
）「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
覚
書
―
室
町
期
か
ら
近
世
初
期
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
史
に
み
る
―
」（
小
嶋
）「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の

本
文
系
統
に
つ
い
て
―
石
山
寺
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
末
摘
花
上
の
本
文
系
統
の
確
認
」（
青
木
）『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
八
、
二
〇
〇

八
年
八
月
。
同
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
共
同
研
究
報
告
（
二
）」「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
本
文
に
つ
い
て
―
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
末
摘
花
中
の
本
文
系
統
の
確
認
」（
青
木
）『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
九
、
二
〇
〇
九
年
八
月
。
同
「
幻
の
「
源

氏
物
語
絵
巻
」
共
同
研
究
報
告
（
三
）「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
本
文
に
つ
い
て
―
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
末
摘

花
下
の
本
文
系
統
の
確
認
」（
青
木
）『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
一
〇
、
二
〇
一
〇
年
八
月
。

　
　

小
嶋
菜
温
子
「
も
て
な
し
の
文
化
史 

源
氏
物
語
の
〈
み
や
び
〉
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
宴
の
美
酒
と
苦
い
酒
」「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
宴
の
光
と

影 

ス
ペ
ン
サ
ー
本
「
帚
木
」・
バ
ー
ク
本
「
賢
木
」
断
簡
に
み
る
」『
季
刊iichiko

』
二
〇
〇
八
年
十
月
。
同
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
み
る
物

語
理
解
―
近
世
初
期
の
堂
上
流
『
源
氏
』
享
受
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
古
文
学
』
八
四
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
。
同
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
発
見
と

注
文
主
の
謎
」『
一
冊
の
本
』
一
六
―
一
一
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
。
小
嶋
菜
温
子
・
髙
岸
輝
・
高
橋
亨
「
座
談
会 

世
界
の
源
氏
物
語
絵
―
い
ま
な
ぜ

光
が
あ
て
ら
れ
た
か
―
」『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
學
』
四
、
二
〇
一
三
年
九
月
。

　
　

青
木
慎
一
「
石
山
寺
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
、
バ
ー
ク
財
団
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
断
簡
を
め
ぐ
っ
て
」『
第
三
二
回
国
際
日
本
文
学
研

究
集
会
会
議
録
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。
同
「「
源
氏
物
語
絵
巻 

桐
壺
」
の
絵
画
化
―
物
語
研
究
の
観
点
か
ら
―
」
高
橋
亨
・

久
富
木
原
玲
・
中
根
千
絵
編
『
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
―
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

10　

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
・
続
」（
於
立
教
大
学
）
二
〇
一
三
年
七
月
。
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絵
巻
は
、
九
条
家
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
そ
の
な
か
に
は
、
儀
礼
と
権
力
と
性
愛
と
叛
逆
性
が
込

め
ら
れ
て
い
た
。
儀
礼
も
性
愛
も
す
べ
て
が
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
宮
廷
文
化
で
あ
る
と
考
え
、
空
前
絶
後
の
「
源

氏
物
語
絵
巻
」
を
制
作
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
宮
廷
文
化
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
を
創
造
」
50
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
霊
元
天
皇
の

即
位
を
目
論
む
勢
力
へ
の
対
抗
意
識
を
絵
の
な
か
に
潜
ま
せ
た
者
こ
そ
が
、
こ
の
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
注
文
主
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

物
語
の
絵
画
化
は
、
物
語
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
絵
巻
を
所
有
す
る
こ
と
は
、
絵
の
な
か
に
描
か
れ
た
世
界
を
所
有
す
る
こ

と
で
あ
る
。
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
注
文
主
は
、
儀
礼
、
権
力
、
性
愛
、
叛
逆
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
世
界
を
所
有
し
た
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
新
た
な
巻
の
出
現
を
俟
ち
、
稿
を
終
え
た
い
。

註1　

こ
の
調
査
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
の
図
像
・
文
芸
の
研
究
―
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
の
調
査
お
よ
び
刊
行
」
立
教
大
学
学
術
推

進
特
別
重
点
資
金
（
立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
）（
研
究
代
表
者
小
嶋
菜
温
子
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
六
年
度
）
お
よ
び
、「
王
朝
文
芸
の
中
世
・
近
世
に
お
け
る

図
像
的
展
開
を
め
ぐ
る
総
合
比
較
研
究
」
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
、
研
究
代
表
者
小
嶋
菜
温
子
、
二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇
八

年
度
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

2　

稲
本
万
里
子
「
バ
ー
ク
財
団
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
賢
木
巻
断
簡
に
つ
い
て
」
小
嶋
菜
温
子
・
小
峯
和
明
・
渡
辺
憲
司
編
『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化

―
可
視
化
さ
れ
る
雅
俗
』
森
話
社
、
二
〇
〇
八
年
五
月
。

3　

稲
本
万
里
子
×
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー=

ボ
エ
ー
ル
×
小
嶋
菜
温
子
（
聞
き
手
）「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
―
新
紹
介
バ
ー
ク
本
・

ベ
ル
ギ
ー
本
か
ら
」
前
掲
書
（
註
2
）
参
照
。

4　

立
教
大
学
日
本
文
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
日
本
文
学
研
究
」（
於
立
教
大
学
）
二
〇
〇
六
年
十
一
月
。

5　

Le D
it du G

enji

（traduit du japonais par R
ené Sieffert

）Paris: D
iane de Selliers, éditeur, 2007.
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い
だ
に
は
、
践
祚
前
の
六
月
に
誠
子
内
親
王
が
生
ま
れ
、
翌
年
五
月
に
長
仁
親
王
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
と
き
の
出
産
が
、
幸
家
の
邸
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
44
。
お
そ
ら
く
、
母
亀
姫
が
承
応
二
年
に
越
後
高
田
に
移
住
し
た
あ
と
は
、
明
子
女
王
の
後
見
は
幸
家
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
（
父
好
仁
親
王
は
、
明
子
女
王
が
生
ま
れ
た
寛
永
十
五
年
に
薨
去
）。
幸
家
は
、
絵
巻
を
見
せ
る
対
象
と
し
て
、
待
姫
と
兼

晴
だ
け
で
は
な
く
、
明
子
女
王
と
後
西
天
皇
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

機
能

　

九
条
家
の
関
与
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
史
の
空
白
期
45
と
い
う
時
期
に
作
ら
れ
た
こ
の
絵
巻
が
、
絵
巻
と
い
う
形
態
を
と
っ

た
『
源
氏
物
語
』
の
堂
上
流
注
釈
46
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
経
て
、
大
方
の
賛
同
を
得
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
こ
に
は
絵
巻
制
作
時
に
注
文
主
が
抱
え
て
い
た
現
実
と
の
葛
藤
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
47
。

　

幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
お
け
る
各
巻
の
テ
ー
マ
と
全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
賢
木
巻
は
、
皇
妃
侵
犯
と
政
権
侵

犯
、
す
な
わ
ち
光
源
氏
の
〈
叛
逆
〉
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
帚
木
巻
の
現
存
部
分
は
、
光
源
氏
の
性
愛
を
取
り
あ
げ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
他
の
巻
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
桐
壺
巻
は
儀
礼
、
葵
巻
は
生
と
性
愛
、

左
大
臣
家
の
権
力
＝
九
条
家
の
権
力
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
儀
礼
、
権
力
、
性
愛
と
い

う
当
時
の
公
家
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
行
動
、
す
な
わ
ち
公
家
に
と
っ
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
48
。

幸
家
は
、
そ
れ
を
待
姫
と
兼
晴
（
明
子
女
王
と
後
西
天
皇
に
も
？
）
に
教
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。

　

で
は
、〈
叛
逆
〉
と
は
何
な
の
か
。
旧
稿
で
は
、
賢
木
巻
の
〈
叛
逆
〉
は
、
徳
川
幕
府
へ
の
対
抗
意
識
と
考
え
て
い
た
が
、
別
の
見
方

も
で
き
る
だ
ろ
う
。「
我
ハ
文
王
ノ
子
、
武
王
ノ
弟
、
成
王
ノ
叔
父
ナ
リ
」
と
言
っ
た
周
公
旦
に
あ
た
る
の
が
後
西
天
皇
で
あ
る
と
い
う

久
保
氏
の
指
摘
49
は
示
唆
的
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、
負
態
の
場
面
で
「
文
王
の
子
、
武
王
の
弟
」
と
誦
し
、
政
権
へ
の
野
望
を
ほ
の
め
か

し
た
が
、
後
西
天
皇
も
、
後
水
尾
天
皇
の
子
、
後
光
明
天
皇
の
弟
に
し
て
、
後
光
明
天
皇
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
霊
元
天
皇
に
と
っ
て
は
叔

父
（
実
際
は
兄
）
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
後
西
天
皇
を
光
源
氏
に
、
あ
る
い
は
、
一
代
限
り
の
天
皇
で
あ
っ
た
冷
泉
帝
に
準
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
絵
巻
は
、
後
西
天
皇
の
葛
藤
を
解
消
す
る
た
め
に
も
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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り
、
西
池
季
通
は
九
条
家
の
下
役
で
実
務
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
41
。
四
辻
季
賢
以
外
の
執
筆
者
た
ち
が
九
条
家
ゆ
か

り
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
絵
巻
は
九
条
家
を
中
心
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

九
条
家
の
関
与
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
九
条
家
は
何
の
た
め
に
こ
の
絵
巻
を
作
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
源
氏
絵
制
作
の
例
か
ら

考
え
る
と
、
後
水
尾
院
の
サ
ロ
ン
で
鑑
賞
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
分
担
制
作
し
た
絵
巻
を
一
堂
に
集
め
、
鑑
賞
す
る
と
い
う

形
態
は
、
徳
川
・
五
島
本
が
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
九
条
家
以
外
の
高
位
の
詞
書
執
筆
者
が
出
て
こ
な
い
限
り
、
現
在
判
明
し
て
い
る

詞
書
執
筆
者
の
官
位
の
低
さ
か
ら
、
こ
の
説
は
旗
色
が
悪
い
よ
う
で
あ
る
。
次
に
考
え
ら
れ
る
の
が
、
九
条
家
の
内
部
で
鑑
賞
す
る
た
め
、

ま
た
は
、
他
家
に
輿
入
れ
す
る
孫
娘
た
ち
の
嫁
入
り
道
具
の
た
め
42
と
い
っ
た
理
由
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
幸
家
の
七
十
賀
を
記
念
し
て

作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
他
家
へ
の
流
出
は
、
道
房
の
娘
た
ち
の
輿
入
れ
の
際
で
は
な
く
て
も
、
幸
家
亡
き
後
、
九
条

家
か
ら
他
家
に
嫁
い
だ
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
、
公
家
や
武
家
に
分
散
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
た
と
え
ば
、
葵
巻
の
旧
所
蔵
者
と
思
わ

れ
る
南
部
家
は
、
南
部
利
敬
の
と
き
に
、
幸
家
の
孫
娘
二
人
が
正
室
、
継
室
と
し
て
嫁
い
だ
浅
野
家
か
ら
正
室
を
迎
え
て
い
る
）。

　

当
時
九
条
家
で
は
、
道
房
亡
き
後
、
道
房
の
娘
待
姫
に
鷹
司
家
か
ら
兼
晴
（
一
六
四
一
〜
一
六
七
七
）
を
婿
養
子
と
し
て
迎
え
、
家
督

を
相
続
さ
せ
た
。
道
房
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
道
房
の
養
子
に
な
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
幸
家
は
、
孫
娘
待
姫
と
兼
晴
に
将
来
を
託
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
絵
巻
は
、
こ
の
若
い
二
人
に
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
に
制
作

さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
、
土
佐
光
吉
と
弟
子
長
次
郎
が
筆
を
執
っ
た
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
宿

木
以
降
の
場
面
が
な
く
、
夕
顔
・
若
紫
・
末
摘
花
・
賢
木
・
花
散
里
・
蓬
生
の
六
場
面
が
重
複
す
る
と
い
う
特
異
な
情
景
選
択
か
ら
、
注

文
主
で
あ
る
近
衛
信
伊
が
娘
太
郎
君
の
た
め
に
作
ら
せ
た
と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
43
。

　

と
こ
ろ
で
、
待
姫
の
母
鶴
姫
は
、
福
井
藩
主
松
平
忠
直
の
次
女
で
あ
り
、
同
母
姉
の
亀
姫
は
、
高
松
宮
好
仁
親
王
の
妃
と
な
っ
た
。
二

人
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
明
子
女
王
（
一
六
三
八
〜
八
〇
）
は
、
慶
安
四
年
、
後
水
尾
院
の
第
八
皇
子
良
仁
親
王
（
一
六
三
八
〜
八
五
）

の
妃
と
な
り
、
良
仁
親
王
は
高
松
宮
家
を
継
い
だ
が
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
九
月
、
後
光
明
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
良
仁
親
王
が
皇

位
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
光
明
天
皇
の
皇
嗣
と
定
め
ら
れ
て
い
た
高
貴
宮
（
の
ち
の
霊
元
天
皇
）
が
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
良
仁
親
王
は
、
同
年
十
一
月
に
践
祚
し
、
明
暦
二
年
正
月
に
即
位
し
た
。
の
ち
の
後
西
天
皇
で
あ
る
。
明
子
女
王
と
の
あ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

注
文
主
の
レ
ベ
ル
で
絵
師
を
選
定
し
た
と
な
る
と
、
絵
師
の
工
房
に
依
頼
し
た
の
は
誰
な
の
か
。
源
師
時
や
中
院
通
村
の
よ
う
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
杉
原
盛
安
な
の
だ
ろ
う
か
。
長
文
の
跋
文
よ
り
、
盛
安
が
絵
巻
の
発
願
者
で

あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
盛
安
の
身
分
か
ら
、
全
巻
揃
い
で
二
百
巻
以
上
、
賢
木
巻
ま
で
と
し
て
も
四
十
巻
以
上
の
絵
巻
制
作
を
企

画
す
る
権
限
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
絵
巻
の
制
作
を
企
て
た
注
文
主
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
九
条
幸
家
な
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
九
条
幸
家
や
二
条
康
道
が
執
筆
し
た
詞
書
の
分
量
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
が
、
盛
安
主
導
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
場
合
は
色
紙
に
詞
書
を
数
行
書
く
だ
け
で
あ
り
、
同
時
代
に
「
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
制
作

さ
れ
た
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
や
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
が
高
位
の
公
家
た
ち
に
よ
っ
て
詞
書
一
段
な
い
し
二
段
が
執
筆
さ
れ
た
と
言
っ
て

も
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
詞
書
に
記
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
全
文
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
分
量
で
あ
る
。
幻
の
「
源
氏
物

語
絵
巻
」
は
、
あ
ま
り
に
大
部
の
詞
書
ゆ
え
に
、
高
位
の
公
家
は
冒
頭
の
十
数
行
を
書
写
し
、
あ
と
は
家
司
ク
ラ
ス
の
人
物
が
書
き
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

恋
田
氏
や
吉
川
氏
に
よ
れ
ば
、
盛
安
が
制
作
・
奉
納
し
た
「
釈
迦
并
観
音
縁
起
」
の
七
宝
花
文
の
銅
製
の
軸
首
は
、
桐
壺
巻
や
葵
巻
、

石
山
寺
本
と
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
40
。
盛
安
は
、
軸
や
表
紙
を
調
達
し
た
実
務
担
当
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
葵

巻
を
除
く
各
巻
の
奥
書
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
制
作
に
お
け
る
盛
安
の
立
場
は
、
現
時
点
で
は
実
務
担

当
者
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
今
後
は
、
盛
安
や
中
井
家
な
ど
、
地
下
官
人
層
に
よ
る
実
務
の
実
態
が
解
明
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
文
主
と
目
的

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
絵
巻
の
注
文
主
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
旧
稿
で
は
公
家
文
化
圏
、
第
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
後
水
尾
院
の
関
与

を
示
唆
し
た
（
た
だ
し
、「
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
述
べ
て
は
い
な
い
）。
そ
の
後
、
桐
壺
巻
が
発
見
さ
れ
、
詞
書
執
筆
者
名
が
公

表
さ
れ
、
さ
ら
に
、
第
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
海
野
圭
介
氏
の
発
表
に
よ
り
、
杉
原
盛
安
は
九
条
家
に
出
入
り
す
る
人
物
で
あ
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
36
。
あ
る
い
は
、
情
景
を
選
ぶ
際
に
注
文
主
の
相
談
に
の
っ
て
い
た
ブ
レ
ー
ン
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
情
景
選

択
に
注
文
主
の
意
向
が
反
映
し
、
詞
書
執
筆
者
は
依
頼
を
受
け
た
だ
け
と
い
う
制
作
過
程
は
、
土
佐
派
の
「
源
氏
物
語
画
帖
」
と
同
じ
で

あ
る
。

絵
師

　

絵
師
に
つ
い
て
は
、
桐
壺
巻
の
奥
書
に
「
絵
師　

市
川
権
右
衛
門
光
重
」
と
あ
る
も
の
の
、
光
重
の
実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

第
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
新
た
な
展
開
が
あ
っ
た
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
狩
野
山
雪
亡
き
あ
と
、
京
狩
野
家
は
危
機
的
状
況
に
あ
っ

た
。
分
散
し
た
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
す
る
五
十
嵐
公
一
氏
の
指
摘
は
、
大
い
に
首
肯
で
き
る
。
松
岡
氏
が
指
摘
し
た
葵
巻
の

車
争
い
の
場
面
と
狩
野
山
楽
筆
「
車
争
い
図
屏
風
」
と
の
類
似
は
、
絵
師
が
九
条
家
新
御
殿
の
源
氏
の
間
を
見
た
の
か
、
同
じ
粉
本
に
よ
っ

た
の
か
不
明
な
が
ら
示
唆
的
で
あ
る
。
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
版
本
と
の
参
照
関
係
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
で
指
摘
さ
れ
た
が
、
筆

者
は
『
絵
入
源
氏
物
語
』
や
嵯
峨
本
が
直
接
的
な
参
照
媒
体
と
は
考
え
て
い
な
い
。
版
本
か
ら
絵
巻
と
い
う
流
れ
で
は
な
く
、
版
本
が
元

に
し
た
作
品
を
絵
巻
が
参
照
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
37
。

　

近
似
す
る
作
品
と
し
て
は
、
佐
野
み
ど
り
氏
が
指
摘
し
た
奈
良
大
学
所
蔵
の
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
38
が
あ
げ
ら
れ
る
。
狩
野
派
で
あ

り
な
が
ら
、
岩
佐
又
兵
衛
風
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
蹴
鞠
の
シ
ー
ン
は
「
年
中
行
事
絵
巻
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
特

徴
的
な
作
品
で
あ
る
。
奈
良
大
学
本
に
似
た
出
光
美
術
館
所
蔵
の
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
な
ど
、
江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
よ
く
似
た
顔

貌
表
現
の
絵
が
増
え
て
く
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
最
近
、
佐
野
氏
に
よ
っ
て
紹
介
39
さ
れ
た
「
平
家
物
語
図
屏
風
」（
岡
田
美

術
館
蔵
）
は
、
歪
み
の
な
い
平
行
四
辺
形
の
建
物
の
な
か
に
人
物
を
配
す
る
描
法
や
、
狩
野
派
の
源
氏
絵
に
見
ら
れ
る
背
の
高
い
女
性
の

姿
態
と
人
物
の
顔
貌
表
現
が
近
似
し
て
い
る
。
今
後
は
、
主
題
を
超
え
て
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
絵
師
の
工
房
が
手
が
け
た
作
品

が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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小
嶋
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
と
絵
巻
の
差
異
か
ら
、
物
語
本
文
に
お
い
て
は
「
婉
曲
的
に
語
ら
れ
た
「
中
の
品
」
の
女
・
空
蝉
と
源
氏

の
性
愛
関
係
が
本
絵
巻
で
は
半
ば
露
悪
的
な
ま
で
に
戯
画
化
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
30
。
物
語
を
こ
の
よ
う
に
解

釈
し
、
正
妻
と
の
不
仲
を
理
由
に
「
中
の
品
」
の
女
と
の
性
愛
を
楽
し
む
絵
を
鑑
賞
し
た
か
っ
た
の
は
、「
中
の
品
」
の
男
た
ち
で
は
あ

る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
な
帚
木
巻
の
情
景
選
択
法
と
賢
木
巻
を
比
べ
る
と
、
賢
木
巻
に
は
、
同
じ
空
間
を
繰
り
返
し
描
く
こ
と
で
時
間
を
展
開
さ
せ

る
と
い
う
手
法
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
左
大
臣
を
登
場
さ
せ
な
い
帚
木
巻
で
は
、
賢
木
巻
に
見
ら
れ
た
政
治
性
は
影
を
潜
め
、
性
愛
を

中
心
に
、
性
愛
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
絵
画
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
賢
木
巻
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
賢
木
巻
と
帚
木
巻
と
は
、
異
な
る
原
理
の
も
と
で
情
景
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
制
作

制
作
過
程

　

平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
徳
川
・
五
島
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
31
は
、
院
や
女
院
、
天
皇
や
中
宮
に
よ
っ
て
絵
巻
の
制
作
が
企
画
さ
れ
、

そ
の
命
を
受
け
た
上
級
貴
族
や
女
房
た
ち
が
担
当
し
た
巻
の
情
景
を
選
択
し
、
詞
書
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
を
能
書
に
依
頼
し
、
あ
る
い
は

自
ら
筆
を
執
り
、
絵
は
絵
師
に
依
頼
し
た
と
い
う
制
作
過
程
が
想
定
さ
れ
て
い
る
32
。
た
と
え
ば
、
柏
木
グ
ル
ー
プ
33
で
は
、
世
尊
寺
流
の

お
お
ど
か
な
書
風
と
古
典
的
な
画
風
、
竹
河
・
橋
姫
グ
ル
ー
プ
34
で
は
、
清
新
な
法
性
寺
流
の
書
風
と
斬
新
な
画
風
と
い
う
よ
う
に
、
詞

書
の
書
風
と
絵
の
画
風
の
傾
向
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
分
担
制
作
者
の
嗜
好
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
35
。

　

同
様
に
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
も
、
分
担
制
作
者
が
情
景
を
選
択
し
、
詞
書
筆
者
と
絵
師
を
選
定
し
た
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
帚
木
巻
と
賢
木
巻
を
見
て
み
る
と
、
詞
書
筆
者
は
同
じ
で
も
、
絵
の
画
風
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
詞
書
の
分
担
と
絵

の
分
担
に
は
、
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
情
景
選
択
の
原
理
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の

場
合
は
、
分
担
執
筆
者
＝
分
担
制
作
者
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
注
文
主
の
レ
ベ
ル
で
各
巻
の
情
景
を
選
択
し
、
絵
師
を
選
定
し
て
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そ
れ
で
は
、
帚
木
巻
の
情
景
選
択
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

段

　
場
面
の
内
容

　
他
の
作
品
例

１２３４

左
大
臣
邸
に
戻
っ
た
光
源
氏
、
葵
の
上
の
冷
淡
な
態
度
に
た
ま
り
か
ね
る
。

（
左
大
臣
が
や
っ
て
来
て
、
光
源
氏
に
話
し
か
け
る
）

（
光
源
氏
、
紀
伊
守
を
呼
び
、
方
違
え
に
行
く
こ
と
を
伝
え
る
）

光
源
氏
、
方
違
え
で
中
川
の
紀
伊
守
邸
に
行
き
、
歓
待
さ
れ
る
。

紀
伊
守
邸
に
泊
ま
っ
た
光
源
氏
、
空
蝉
の
部
屋
を
う
か
が
う
。

光
源
氏
、
空
蝉
の
寝
所
に
忍
び
込
む
。

絵
詞

絵
入

絵
入

光
則

石
山

具
慶
、
石
山

フ
リ
ア

光
信
、
石
山

※ 

（　

）
内
は
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
場
面
。
他
の
作
品
例
の
う
ち
、
絵
詞
は
「
源
氏
物
語
絵
詞
」、
絵
入
は
『
絵
入
源
氏
物
語
』、

光
則
は
土
佐
光
則
筆
「
白
描
源
氏
物
語
画
帖
」（
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
石
山
は
「
白
描
源
氏
物
語
画
帖
」（
石
山
寺
蔵
）、
具
慶
は
住
吉
具
慶
筆
「
源

氏
物
語
絵
巻
」（M

IH
O

 M
U

SEU
M

蔵
）、
フ
リ
ア
は
土
佐
派
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）、
光
信
は
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
）
を
指
す
。

　

帚
木
巻
の
現
存
す
る
部
分
で
、
最
も
多
く
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
光
源
氏
が
紀
伊
守
邸
で
歓
待
さ
れ
る
場
面
と
、
光
源
氏
が
空
蝉
の
寝

所
に
忍
び
込
む
場
面
で
あ
る
。
こ
の
二
場
面
は
、
帚
木
巻
で
も
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
帚
木
巻
に
は
、
紀
伊
守
を
呼
び
、
方
違
え

に
行
く
こ
と
を
伝
え
る
場
面
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
絵
第
二
、
三
、
四
段
で
は
、
紀
伊
守
邸
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
。
紀
伊
守
邸

で
は
、
絵
第
二
段
で
光
源
氏
が
歓
待
さ
れ
、
絵
第
三
段
で
光
源
氏
が
空
蝉
の
い
る
部
屋
を
う
か
が
い
、
絵
第
四
段
で
は
空
蝉
の
寝
所
に
忍

び
込
み
、
空
蝉
を
抱
く
場
面
を
選
び
、
時
系
列
に
沿
っ
て
物
語
が
展
開
す
る
さ
ま
を
描
き
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
絵
第
一
段
で
は
、
葵
の

上
の
冷
淡
な
態
度
に
た
ま
り
か
ね
る
と
い
う
他
の
作
品
に
は
な
い
場
面
を
描
き
、
葵
の
上
と
の
不
仲
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
描

く
こ
と
で
、
葵
の
上
と
不
仲
ゆ
え
に
空
蝉
と
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
理
由
づ
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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場
面
と
、
数
多
く
の
場
面
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
光
源
氏
が
野
宮
に
六
条
御
息
所
を
訪
ね
る
場
面
は
、
絵
第
一
段
に
あ
た
る
。
そ
の
ほ
か

の
三
十
場
面
を
検
討
す
る
と
、
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
、
藤
壺
、
朧
月
夜
と
い
っ
た
皇
妃
や
そ
れ
に
準
ず
る
女
性
と
関
係
す
る
場
面
や
、

光
源
氏
が
政
権
獲
得
へ
の
野
望
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、
出
仕
も
せ
ず
に
遊
び
暮
ら
し
て
い
る
場
面
な
ど
、
皇
妃
侵
犯
、
政
権
侵
犯
に
か
か

わ
る
場
面
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
26
。

帚
木
巻
と
の
比
較

　

二
〇
〇
八
年
五
月
に
発
見
さ
れ
た
桐
壺
巻
の
詞
書
筆
者
は
、
上
巻
十
五
行
目
ま
で
が
九
条
幸
家
、
そ
れ
以
降
が
遍
照
院
良
淳
、
中
巻
が

遍
照
院
良
淳
、
下
巻
十
七
行
目
ま
で
が
二
条
康
道
、
そ
れ
以
降
が
遍
照
院
良
淳
、
奥
書
の
筆
者
は
杉
原
盛
安
で
あ
り
、
奥
書
に
は
明
暦
元

年
（
一
六
五
五
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
27
。
末
摘
花
巻
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
詞
書
筆
者
は
、
石
山
寺
本
の

上
巻
十
六
行
目
ま
で
が
四
辻
季
賢
（
一
六
三
〇
〜
六
八
）、
そ
れ
以
降
が
西
池
季
通
（
一
六
一
九
〜
九
三
）、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
中
巻
と
下

巻
が
西
池
季
通
で
あ
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
帚
木
巻
は
、
賢
木
巻
の
詞
書
筆
者
で
も
あ
る
源
利
長
で
あ
る
28
。
帚
木
巻
は
、
題
箋
に
「
は

は
木
ぎ 

穐
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
第
三
巻
で
あ
り
、
源
利
長
筆
の
詞
書
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
第
一
巻
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、

奥
書
に
は
賢
木
巻
の
巻
頭
筆
者
で
あ
る
栄
厳
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詞
書
筆
者
名
の
な
い
葵
巻
を
除
き
、

桐
壺
巻
は
九
条
幸
家
と
二
条
康
道
、
遍
照
院
良
淳
が
、
帚
木
巻
と
賢
木
巻
は
栄
厳
と
源
利
長
が
、
末
摘
花
巻
は
四
辻
季
賢
と
西
池
季
通
が

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
詞
書
を
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

帚
木
巻
と
賢
木
巻
の
詞
書
筆
者
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
絵
の
様
式
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
詞
書
を
分
担
執
筆
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
帚
木
巻
と
賢
木
巻
の
絵
巻
全
体
の
制
作
を
担
当
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
帚
木
巻
と
賢
木
巻
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
29
、
両
巻
は
お

そ
ら
く
狩
野
派
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
絵
巻
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
が
、
担
当
絵
師
は
異
な
り
、
賢
木
巻
が
狩
野
派
の
特
徴
を
兼
ね
備
え

て
い
る
の
に
対
し
て
、
帚
木
巻
は
む
し
ろ
、
詞
書
を
四
辻
季
通
が
担
当
し
た
末
摘
花
巻
と
の
親
近
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

詞
書
筆
者
は
、
絵
師
の
選
定
と
依
頼
を
お
こ
な
う
絵
巻
の
分
担
制
作
者
で
は
な
く
、
た
だ
た
ん
に
詞
書
の
み
を
分
担
執
筆
し
た
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
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こ
の
絵
巻
に
お
け
る
盛
安
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
詞
書
筆
者
で
あ
る
栄
厳
と
源
利
長
に

つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
奥
書
に
あ
る
随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
と
は
、
九
条
幸
家
（
一
五
八
六
〜
一
六
六
五
）
と
そ
の
妻
完
子
（
一
五
九
二

〜
一
六
五
八
）
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
栄
厳
（
一
六
二
二
〜
六
四
）
で
あ
る
22
。
同
母
兄
に
、
二
条
家
の
養
子
に
な
っ
た
二
条
康
道
（
一

六
〇
七
〜
六
六
）、
九
条
家
を
継
い
だ
九
条
道
房
（
一
六
〇
九
〜
四
七
）、
松
殿
家
を
継
い
だ
松
殿
道
昭
（
一
六
一
五
〜
四
六
）
が
い
る
。

　

九
条
家
と
随
心
院
の
関
係
は
、
随
心
院
の
再
興
に
尽
力
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
義
演
が
二
条
晴
良
の
実
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
随

心
院
門
跡
と
し
て
、
九
条
家
の
養
子
に
な
っ
た
兄
九
条
兼
孝
の
実
子
増
孝
の
入
室
を
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
増
孝
は
、
兄
九
条

幸
家
の
子
を
次
代
の
門
跡
と
し
た
。
こ
れ
が
栄
厳
で
あ
る
。
源
利
長
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
、
久
保
貴
子
氏

よ
り
、
九
条
家
の
諸
大
夫
矢
野
利
長
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
23
。
そ
の
後
、
杉
本
ま
ゆ
子
氏
に
よ
っ
て
、
九
条
家
家
司
と
し
て
の
役

割
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
24
。

  

な
お
、
栄
厳
の
母
完
子
は
、
浅
井
長
政
の
三
女
お
江
与
と
豊
臣
秀
勝
の
娘
で
あ
る
。
父
秀
勝
が
文
禄
の
役
で
客
死
し
た
あ
と
、
母
が
徳

川
秀
忠
と
再
婚
し
た
た
め
、
伯
母
で
あ
る
淀
殿
に
育
て
ら
れ
た
。
完
子
と
九
条
幸
家
の
婚
儀
に
あ
た
り
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
造

営
さ
れ
た
九
条
家
新
御
殿
の
源
氏
の
間
に
描
か
れ
た
障
子
絵
が
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
九
条
家
伝
来
の
狩
野
山
楽
筆

「
車
争
い
図
屏
風
」
で
あ
り
、
こ
の
九
条
家
新
御
殿
の
障
壁
画
制
作
を
機
に
、
九
条
家
と
京
狩
野
家
の
関
係
が
始
ま
っ
た
と
い
う
25
。

情
景
選
択

　

そ
れ
で
は
、
バ
ー
ク
本
を
含
む
賢
木
巻
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
景
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」

（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
）、
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）、
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
和
泉

市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）、
土
佐
光
吉
・
長
次
郎
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
、
土
佐
派
の
絵
師
が
描
く
作
品

で
は
、『
源
氏
物
語
』
一
巻
か
ら
一
〜
二
場
面
が
選
択
さ
れ
、
色
紙
の
場
合
は
物
語
の
一
部
が
抜
き
書
き
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
絵
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
お
い
て
、
賢
木
巻
は
、
光
源
氏
が
野
宮
に
六
条
御
息
所
を
訪
ね
る
場
面
が
選
択
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
、
詞
書
に
は
『
源
氏
物
語
』
の
全
文
が
書
写
さ
れ
、
絵
も
賢
木
巻
だ
け
で
三
十
一
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な
く
、
横
長
の
画
面
を
生
か
し
、
出
来
事
を
取
り
巻
く
広
い
世
界
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
賢
木
巻
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
絵
師
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
石
山
寺
本
や
ス
ペ
ン

サ
ー
本
に
つ
い
て
は
、
土
佐
派
18
、
狩
野
派
19
、
あ
る
い
は
「
や
ま
と
絵
各
派
様
式
・
技
法
や
漢
画
を
広
く
学
ん
だ
画
家
た
ち
の
工
房
に

よ
る
集
団
制
作
」
20
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
バ
ー
ク
本
に
描
か
れ
た
人
物
の
顔
貌
は
土
佐
派
の
人
物
に
は
似
ず
、

韻
塞
ぎ
の
場
面
に
お
け
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
松
樹
と
水
平
に
あ
る
い
は
垂
直
に
置
か
れ
た
庭
石
は
、
狩
野
山
雪
筆
「
雪
汀
水
禽
図
」
を
想

起
さ
せ
、
画
中
画
の
琴
棋
書
画
図
に
見
ら
れ
る
水
墨
画
風
の
山
水
表
現
な
ど
か
ら
は
、
狩
野
派
の
描
法
が
う
か
が
え
る
。
金
泥
を
多
用
し

た
装
飾
的
な
画
面
の
作
り
か
ら
、
狩
野
派
の
な
か
で
も
お
そ
ら
く
京
狩
野
家
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

詞
書
筆
者

　

さ
て
、Les jardins d'or du Prince G

enji

に
よ
れ
ば
、
賢
木
巻
は
、
第
一
巻
巻
末
に
、

　
　

第
一
巻　

此
巻
端
十
九
行
者　

随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
御
自
筆

　
　
　
　
　
　

書
続
者　
　
　
　
　

右
馬
頭
源
利
長
筆

の
奥
書
が
記
さ
れ
、「
杉
原
」
の
朱
文
八
角
印
と
「
盛
安
」
の
白
文
円
印
と
朱
文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
第
二
巻
の
奥
書
に
は

「
右
之
詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆
」、
第
三
巻
と
第
五
巻
の
奥
書
に
は
「
此
巻
者　

従
五
位
上
行
源
利
長
」、
第
四
巻
の
奥
書
に
は
「
右
之

巻　

従
五
位
上
行
右
馬
頭
源
利
長
筆
」、
第
六
巻
の
奥
書
に
は
「
右
詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆
」
と
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
盛
安
」
の
朱

文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
詞
書
の
筆
者
は
、
第
一
巻
の
十
九
行
目
ま
で
が
随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
、
そ
れ
以
降
が
源
利

長
で
あ
り
、
奥
書
の
筆
者
は
杉
原
盛
安
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盛
安
は
、『
古
画
備
考
』
の
記
事
か
ら
、
石
山
寺
本
を
描
い
た
絵
師

で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
恋
田
知
子
氏
の
論
考
21
に
よ
り
、
絵
師
で
は
な
く
、
絵
巻
の
施
主
、
奉
納
者
、
故
実
家
、
書
写
者
、
蒐
集
家

と
し
て
の
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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な
く
、
横
長
の
画
面
を
生
か
し
、
出
来
事
を
取
り
巻
く
広
い
世
界
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
賢
木
巻
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
絵
師
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
石
山
寺
本
や
ス
ペ
ン

サ
ー
本
に
つ
い
て
は
、
土
佐
派
18
、
狩
野
派
19
、
あ
る
い
は
「
や
ま
と
絵
各
派
様
式
・
技
法
や
漢
画
を
広
く
学
ん
だ
画
家
た
ち
の
工
房
に

よ
る
集
団
制
作
」
20
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
バ
ー
ク
本
に
描
か
れ
た
人
物
の
顔
貌
は
土
佐
派
の
人
物
に
は
似
ず
、

韻
塞
ぎ
の
場
面
に
お
け
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
松
樹
と
水
平
に
あ
る
い
は
垂
直
に
置
か
れ
た
庭
石
は
、
狩
野
山
雪
筆
「
雪
汀
水
禽
図
」
を
想

起
さ
せ
、
画
中
画
の
琴
棋
書
画
図
に
見
ら
れ
る
水
墨
画
風
の
山
水
表
現
な
ど
か
ら
は
、
狩
野
派
の
描
法
が
う
か
が
え
る
。
金
泥
を
多
用
し

た
装
飾
的
な
画
面
の
作
り
か
ら
、
狩
野
派
の
な
か
で
も
お
そ
ら
く
京
狩
野
家
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

詞
書
筆
者

　

さ
て
、Les jardins d'or du Prince G

enji

に
よ
れ
ば
、
賢
木
巻
は
、
第
一
巻
巻
末
に
、

　
　

第
一
巻　

此
巻
端
十
九
行
者　

随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
御
自
筆

　
　
　
　
　
　

書
続
者　
　
　
　
　

右
馬
頭
源
利
長
筆

の
奥
書
が
記
さ
れ
、「
杉
原
」
の
朱
文
八
角
印
と
「
盛
安
」
の
白
文
円
印
と
朱
文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
第
二
巻
の
奥
書
に
は

「
右
之
詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆
」、
第
三
巻
と
第
五
巻
の
奥
書
に
は
「
此
巻
者　

従
五
位
上
行
源
利
長
」、
第
四
巻
の
奥
書
に
は
「
右
之

巻　

従
五
位
上
行
右
馬
頭
源
利
長
筆
」、
第
六
巻
の
奥
書
に
は
「
右
詞
書　

右
馬
頭
源
利
長
筆
」
と
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
盛
安
」
の
朱

文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
詞
書
の
筆
者
は
、
第
一
巻
の
十
九
行
目
ま
で
が
随
心
院
前
大
僧
正
栄
厳
、
そ
れ
以
降
が
源
利

長
で
あ
り
、
奥
書
の
筆
者
は
杉
原
盛
安
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盛
安
は
、『
古
画
備
考
』
の
記
事
か
ら
、
石
山
寺
本
を
描
い
た
絵
師

で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
恋
田
知
子
氏
の
論
考
21
に
よ
り
、
絵
師
で
は
な
く
、
絵
巻
の
施
主
、
奉
納
者
、
故
実
家
、
書
写
者
、
蒐
集
家

と
し
て
の
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（ 36 ）

い
る
と
こ
ろ
、
残
り
の
男
性
た
ち
が
韻
塞
ぎ
に
興
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
画
面
上
部
に
は
、
白
群
の
直
衣
姿
の
光
源
氏
と
朱
の
冠

直
衣
姿
の
貴
族
が
二
人
、
画
面
下
部
に
は
、
白
群
の
冠
直
衣
姿
の
貴
族
が
二
人
と
朱
の
冠
直
衣
姿
の
貴
族
が
一
人
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
折
烏
帽
子
に
狩
衣
姿
の
文
章
博
士
と
思
わ
れ
る
四
人
の
男
性
は
、
庭
に
面
し
た
廂
の
間
に
並
ん
で
い
る
た
め
、

左
右
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
左
右
に
分
か
れ
て
競
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
男
性
た
ち
に
よ
っ
て
韻
塞

ぎ
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
場
面
で
も
、
画
面
上
部
の
二
人
の
貴
族
の
う
ち
、
光
源
氏
の
右
隣
の

男
性
が
着
て
い
る
朱
の
直
衣
に
、
四
葉
葵
と
思
わ
れ
る
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
つ
の
画
面
に
見
ら
れ
る
四
葉
葵
の
文
様
は
、
こ
の
絵

の
注
文
主
が
、
三
葉
葵
の
家
紋
を
も
つ
徳
川
家
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
17
。
た
だ

し
、
三
葉
葵
で
は
な
く
四
葉
葵
の
文
様
で
あ
る
の
は
、
徳
川
家
を
憚
っ
た
か
、
あ
る
い
は
三
葉
葵
紋
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
描
く
こ
と
で
、
徳

川
家
を
揶
揄
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

建
物
の
内
部
に
は
、
墨
の
濃
淡
に
緑
青
と
群
青
を
刷
い
た
水
墨
画
風
の
障
子
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
光
源
氏
の
背
後
の
障
子
絵
が
書
、

中
央
が
碁
、
右
端
が
琴
で
、
画
が
な
い
も
の
の
、
琴
棋
書
画
の
画
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
韻
塞
ぎ
と
い
う
漢
才
を
競
う

遊
び
を
お
こ
な
う
部
屋
に
、
漢
画
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
ち
ら
の
画
面
も
、
金
切
箔
を
密
に
撒
い
た
源
氏
雲
で
上
下

を
縁
取
り
、
庭
と
、
さ
ら
に
簀
子
ま
で
を
も
金
泥
で
塗
り
、
華
や
か
に
し
つ
ら
え
て
い
る
。

絵
師

　

二
つ
の
画
面
を
見
る
と
、
両
画
面
と
も
に
横
長
の
画
面
に
建
物
を
描
き
、
そ
の
な
か
に
人
物
を
配
す
る
と
い
っ
た
特
徴
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
建
物
は
、
歪
み
の
な
い
平
行
四
辺
形
に
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
を
幾
何
学
的
に
構
成
す
る
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い

る
。
藤
壺
の
出
家
の
場
面
で
は
、
大
勢
の
人
物
を
隙
間
な
く
描
き
込
ん
で
い
る
が
、
韻
塞
ぎ
の
場
面
で
は
、
人
数
に
比
べ
て
大
き
め
の
部

屋
に
人
物
を
配
し
、
人
物
の
背
後
に
嵌
め
ら
れ
た
障
子
絵
を
丁
寧
に
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
人
物
を
描
く
筆
致
に
は
乱

れ
が
な
く
、
衣
は
、
朱
、
丹
、
群
青
な
ど
の
多
彩
な
絵
具
で
色
鮮
や
か
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
文
様
ま
で
も
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
建
物
の
外
に
広
が
る
庭
の
描
写
も
秀
逸
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
画
面
は
、
物
語
の
中
心
的
な
出
来
事
だ
け
で
は
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に
注
目
す
べ
き
点
は
、
右
側
か
ら
二
本
目
と
左
側
か
ら
二
本
目
の
柱
の
奥
に
控
え
る
男
性
の
着
る
白
い
直
衣

に
、
四
葉
葵
と
思
わ
れ
る
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
触
れ
た
い
。

ま
た
、
黒
い
束
帯
姿
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
不
審
な
点
で
は
あ
る
が
、
僧
侶
と
男
性
貴
族
に

よ
る
〈
公
〉
の
法
要
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
藤
壺
の
出
家
と
い
う
〈
私
〉
の
出
来
事
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
15
。

　

建
物
の
御
簾
の
線
に
は
細
い
金
泥
線
が
引
か
れ
、
画
面
の
上
下
を
縁
取
る
源
氏
雲
や
金
泥
で
塗
ら
れ
た
庭

と
呼
応
し
て
、
悲
し
み
の
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
華
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

韻
塞
ぎ
（
図
2
）

　

バ
ー
ク
本
の
第
二
図
は
、
右
大
臣
と
弘
徽
殿
大
后
に
圧
迫
さ
れ
た
光
源
氏
が
、
頭
中
将
ら
と
と
も
に
、
韻

塞
ぎ
の
遊
び
を
お
こ
な
う
場
面
で
あ
る
。
現
在
、
縦
三
二
、
五
×
横
一
三
六
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
本

着
色
、
こ
ち
ら
も
パ
ネ
ル
貼
付
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
頭
中
将
は
、
光
源
氏
の
も
と
に
通
っ
て
は
、
学
問
や

管
弦
の
遊
び
に
興
じ
て
い
た
が
、
光
源
氏
は
、
作
文
や
韻
塞
ぎ
の
遊
び
に
憂
さ
を
晴
ら
し
、
出
仕
を
怠
っ
て

遊
び
暮
ら
し
て
い
た
。
物
語
の
該
当
部
分
は
、
大
勢
集
ま
っ
た
殿
上
人
と
大
学
寮
の
人
び
と
が
左
右
に
分
か

れ
、
韻
塞
ぎ
を
お
こ
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
16
。

　

絵
は
、
横
長
の
画
面
左
側
に
吹
抜
屋
台
の
建
物
を
、
右
側
に
は
瓦
を
葺
い
た
塀
の
奥
に
あ
る
庭
を
描
い
て

い
る
。
松
や
柳
な
ど
の
樹
木
は
青
々
と
葉
を
繁
ら
せ
、
群
青
で
塗
ら
れ
た
池
に
は
石
が
置
か
れ
、
池
に
注
ぎ

込
む
水
の
流
れ
は
白
色
の
細
線
で
、
水
流
は
銀
泥
の
細
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
の
な
か
で
は
、
十
人
の
男
性
た
ち
が
、
書
物
を
読
ん
だ
り
、
書
き
も
の
を
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
す

が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
奥
に
坐
る
男
性
が
一
人
烏
帽
子
姿
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
光
源
氏
で
あ
り
、
開
い

た
障
子
の
奥
に
文
箱
と
書
物
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
厨
子
で
は
な
い
も
の
の
、
古
い
詩
集
を
取
り
出
し
て

図2　幻の「源氏物語絵巻」賢木巻　韻塞ぎ
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に
注
目
す
べ
き
点
は
、
右
側
か
ら
二
本
目
と
左
側
か
ら
二
本
目
の
柱
の
奥
に
控
え
る
男
性
の
着
る
白
い
直
衣

に
、
四
葉
葵
と
思
わ
れ
る
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
触
れ
た
い
。

ま
た
、
黒
い
束
帯
姿
の
男
性
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
不
審
な
点
で
は
あ
る
が
、
僧
侶
と
男
性
貴
族
に

よ
る
〈
公
〉
の
法
要
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
藤
壺
の
出
家
と
い
う
〈
私
〉
の
出
来
事
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
15
。

　

建
物
の
御
簾
の
線
に
は
細
い
金
泥
線
が
引
か
れ
、
画
面
の
上
下
を
縁
取
る
源
氏
雲
や
金
泥
で
塗
ら
れ
た
庭

と
呼
応
し
て
、
悲
し
み
の
場
面
で
あ
り
な
が
ら
、
華
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

韻
塞
ぎ
（
図
2
）

　

バ
ー
ク
本
の
第
二
図
は
、
右
大
臣
と
弘
徽
殿
大
后
に
圧
迫
さ
れ
た
光
源
氏
が
、
頭
中
将
ら
と
と
も
に
、
韻

塞
ぎ
の
遊
び
を
お
こ
な
う
場
面
で
あ
る
。
現
在
、
縦
三
二
、
五
×
横
一
三
六
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
本

着
色
、
こ
ち
ら
も
パ
ネ
ル
貼
付
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
頭
中
将
は
、
光
源
氏
の
も
と
に
通
っ
て
は
、
学
問
や

管
弦
の
遊
び
に
興
じ
て
い
た
が
、
光
源
氏
は
、
作
文
や
韻
塞
ぎ
の
遊
び
に
憂
さ
を
晴
ら
し
、
出
仕
を
怠
っ
て

遊
び
暮
ら
し
て
い
た
。
物
語
の
該
当
部
分
は
、
大
勢
集
ま
っ
た
殿
上
人
と
大
学
寮
の
人
び
と
が
左
右
に
分
か

れ
、
韻
塞
ぎ
を
お
こ
な
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
16
。

　

絵
は
、
横
長
の
画
面
左
側
に
吹
抜
屋
台
の
建
物
を
、
右
側
に
は
瓦
を
葺
い
た
塀
の
奥
に
あ
る
庭
を
描
い
て

い
る
。
松
や
柳
な
ど
の
樹
木
は
青
々
と
葉
を
繁
ら
せ
、
群
青
で
塗
ら
れ
た
池
に
は
石
が
置
か
れ
、
池
に
注
ぎ

込
む
水
の
流
れ
は
白
色
の
細
線
で
、
水
流
は
銀
泥
の
細
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
の
な
か
で
は
、
十
人
の
男
性
た
ち
が
、
書
物
を
読
ん
だ
り
、
書
き
も
の
を
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
す

が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
奥
に
坐
る
男
性
が
一
人
烏
帽
子
姿
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
光
源
氏
で
あ
り
、
開
い

た
障
子
の
奥
に
文
箱
と
書
物
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
厨
子
で
は
な
い
も
の
の
、
古
い
詩
集
を
取
り
出
し
て

図2　幻の「源氏物語絵巻」賢木巻　韻塞ぎ

（ 34 ）

の
日
に
、
光
源
氏
の
執
着
を
断
ち
切
る
た
め
、
藤
壺
が
出
家
す
る
場
面
で
あ
る
。
現
在
、
縦
三
二
、
五
×
横

一
三
七
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
本
着
色
、
パ
ネ
ル
貼
付
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
失
わ
れ
て
い
る

が
、『
源
氏
物
語
』
の
該
当
部
分
に
は
、
御
簾
の
な
か
に
入
っ
た
兄
の
兵
部
卿
宮
に
、
藤
壺
は
堅
い
決
意
を

告
げ
、
叡
山
の
座
主
か
ら
戒
を
受
け
、
伯
父
の
横
川
の
僧
都
の
手
で
髪
を
お
ろ
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
13
。

　

絵
は
、
横
長
の
画
面
中
央
に
、
大
き
く
吹
抜
屋
台
の
建
物
が
描
か
れ
、
そ
の
な
か
に
大
勢
の
人
物
が
配
さ

れ
て
い
る
。
母
屋
の
奥
に
は
朱
地
の
金
襴
が
か
け
ら
れ
た
供
養
壇
、
そ
の
手
前
に
は
『
法
華
経
』
八
巻
を
並

べ
た
経
机
と
礼
盤
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
囲
む
よ
う
に
僧
侶
が
坐
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
周
囲
を
男

性
貴
族
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

　

画
面
左
上
の
一
角
で
は
、
白
い
袿
姿
の
女
性
の
後
ろ
に
、
丹
地
の
衣
に
金
襴
の
袈
裟
を
つ
け
、
鋏
14
を
手

に
し
た
僧
侶
を
描
き
、
今
ま
さ
に
藤
壺
が
、
横
川
の
僧
都
の
手
に
よ
っ
て
、
髪
を
お
ろ
す
場
面
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
女
房
た
ち
は
、
袖
や
懐
紙
で
涙
を
拭
い
、
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
す
で
あ
る
。
剃
髪
に
立
ち

会
う
男
性
貴
族
た
ち
は
、
み
な
白
い
直
衣
を
着
て
い
る
た
め
、
兵
部
卿
宮
を
比
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

あ
る
い
は
藤
壺
の
左
手
前
に
坐
る
人
物
が
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
光
源
氏
の
姿
も
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
こ
で
は
、
光
源
氏
や
兵
部
卿
宮
を
比
定
す
る
こ
と
よ
り
も
、
法
華
八
講
の
場
に
お
い
て
藤
壺
が
出
家
し
た

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

画
面
奥
の
供
養
壇
近
く
に
色
地
の
衣
に
金
襴
の
袈
裟
を
つ
け
た
僧
侶
を
、
そ
の
手
前
に
墨
染
め
の
衣
に
金

襴
の
袈
裟
、
さ
ら
に
そ
の
手
前
、
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
、
隈
取
り
し
た
墨
染
め
の
衣
の
上
に
色
と
り
ど
り

の
袈
裟
を
着
け
た
僧
侶
を
配
し
、
身
分
の
違
い
を
衣
と
袈
裟
と
坐
る
位
置
に
よ
っ
て
、
視
覚
的
に
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
ま
た
、
室
内
に
控
え
る
男
性
た
ち
は
白
と
朱
の
冠
直
衣
姿
の
貴
族
で
あ
る
が
、
簀
子
に
坐
す
男
性

た
ち
は
、
朱
や
丹
の
冠
直
衣
姿
が
貴
族
、
群
青
の
袍
に
石
帯
姿
が
随
身
、
白
群
や
白
緑
な
ど
の
淡
い
色
の
狩

衣
に
折
烏
帽
子
姿
が
従
者
と
、
こ
ち
ら
も
衣
の
種
類
と
色
に
よ
っ
て
、
身
分
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら

図1　幻の「源氏物語絵巻」賢木巻　藤壺の出家

― 201 ―



幻の「源氏物語絵巻」の制作背景再考

（ 33 ）

に
な
っ
た
。『
朝
日
新
聞
』
や
『
日
本
経
済
新
聞
』
で
も
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
、
十
一
月
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
（
総
合
）「
源
氏
物
語 

黄
金
絵
巻
の
謎
」
と
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
（
Ｂ
Ｓ
hi
）「
源
氏
物
語 

一
千
年
の
旅 

〜
二
五
〇
〇
枚
の
源
氏
絵
の

謎
〜
」
が
放
送
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桐
壺
巻
に
つ
い
て
は
吉
川
美
穂
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
考

8
が
発
表
さ

れ
、
個
人
蔵
の
葵
巻
に
つ
い
て
も
松
岡
知
華
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
の
享
受
史
の
観
点
か
ら
は
小
嶋
氏
、

詞
書
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
青
木
氏
に
よ
る
研
究

9
が
精
力
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
二
〇
一
三
年
七
月
に
開
催
さ

れ
た
の
が
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
め
ぐ
る
二
回
目
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
10
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
桐
壺
巻
と
葵
巻
に
加
え
、

杉
原
盛
安
、
遍
照
院
良
淳
、
賀
茂
社
家
と
九
条
家
と
の
か
か
わ
り
、
地
下
官
人
層
の
実
態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
知
見
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
な
か
で
も
松
岡
氏
の
発
表
は
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
一
図
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ど
の
巻
に
該
当
す
る
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
「
葬
礼
図
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
が
、
葵
巻
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
注
目
を
集
め

た
11
。
浮
舟
の
葬
礼
か
と
も
言
わ
れ
て
い
た
「
葬
礼
図
」
が
葵
の
上
の
葬
礼
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
賢
木
巻
以
降
の
絵
巻
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
何
ら
か
の
事
情
で
賢
木
巻
ま
で
し
か
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、
バ
ー
ク
本
の
絵
、
詞
書
筆
者
、
情
景
選
択
、
帚
木
巻
と
の
比
較

　

賢
木
巻
は
、
も
と
は
六
巻
の
絵
巻
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
商
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
オ
ス
テ
ィ
ア
氏
に
よ
っ
て
三
十
一
段
の
絵
に
分
け

ら
れ
て
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
作
ら
れ
た
カ
タ
ロ
グLes jardins d'or du Prince G

enji  

12
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
二
段
が
、
本
稿

で
述
べ
る
藤
壺
の
出
家
と
韻
塞
ぎ
の
場
面
で
あ
る
。
詞
書
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
行
方
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
藤
壺
の
出
家
の
場

面
か
ら
見
て
い
こ
う
。

藤
壺
の
出
家
（
図
1
）

　

桐
壺
院
の
一
周
忌
の
法
要
が
終
わ
り
、
藤
壺
が
主
催
す
る
法
華
八
講
が
催
さ
れ
た
。
バ
ー
ク
本
の
第
一
図
は
、
そ
の
法
華
八
講
の
果
て

（ 32 ）

一
、
バ
ー
ク
本
の
発
見
か
ら
二
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
バ
ー
ク
財
団
で
、
小
嶋
菜
温
子
氏
、
青
木
慎
一
氏
と
と
も
に
、
賢
木
巻
の
一

部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
断
簡
二
段
を
発
見
し
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た

1
。
藤
壺
の
出
家

と
韻
塞
ぎ
の
場
面
に
あ
た
る
賢
木
巻
断
簡
（
以
下
、
バ
ー
ク
本
と
称
す
）
の
絵
と
、
賢
木
巻
の
情
景
選
択
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
と

江
戸
文
化
―
可
視
化
さ
れ
る
雅
俗
』
掲
載
の
旧
稿

2
に
、
バ
ー
ク
本
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
書
掲
載
の
小
嶋
氏
に
よ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

3
に
詳
し
い
。
旧
稿
の
概
略
は
次
章
に
記
す
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
バ
ー
ク
本
発
見
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
簡
単
に

述
べ
て
お
き
た
い
。

　

バ
ー
ク
本
の
発
見
か
ら
ひ
と
月
後
の
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
立
教
大
学
日
本
文
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

4
の
た

め
に
来
日
し
て
い
た
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー
＝
ボ
エ
ー
ル
氏
よ
り
、
賢
木
巻
の
別
の
断
簡
が
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
ル
ネ
・
シ
フ
ェ
ー
ル
訳
『
源
氏
物
語
』

5
に
掲
載
す
る
源
氏
絵
を
集
め
る
な
か
で
発
見
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
個
人
蔵
断
簡

（
以
下
、
ベ
ル
ギ
ー
本
と
称
す
）
は
、
光
源
氏
が
三
条
宮
に
移
っ
た
藤
壺
を
訪
ね
る
場
面
と
、
バ
ー
ク
本
韻
塞
ぎ
の
次
の
場
面
で
あ
る
負

け
態
の
場
面
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
に
は
、
立
教
大
学
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
源
氏

物
語
の
文
化
史
―
宗
教
、
芸
能
、
美
術
」
に
て
、
バ
ー
ク
本
の
紹
介
を
お
こ
な
う
機
会
を
得
た

6
。
発
表
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
が
旧
稿

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
源
氏
千
年
紀
に
沸
く
二
〇
〇
八
年
七
月
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

を
も
と
め
て
―
近
世
初
期
の
公
家
文
化
圏
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
」
が
開
催
さ
れ
た

7
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
先
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
大
規
模
な
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
か
ん
す
る
初
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、
ボ
エ
ー
ル
氏
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
て
賢
木
巻
の
断
簡
が
さ
ら
に
二
段
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
二

段
と
は
、
韻
塞
ぎ
の
前
の
場
面
で
あ
る
光
源
氏
が
新
年
の
三
条
宮
に
参
上
す
る
場
面
と
、
負
け
態
の
次
の
場
面
で
あ
る
光
源
氏
と
朧
月
夜

と
の
密
会
が
発
覚
す
る
場
面
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
賢
木
巻
の
断
簡
は
、
計
六
段
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
遡
る
五
月
に
は
、
個
人
蔵
の
桐
壺
巻
が
発
見
さ
れ
、
名
古
屋
の
蓬
左
文
庫
に
て
展
示
、
世
間
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
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に
な
っ
た
。『
朝
日
新
聞
』
や
『
日
本
経
済
新
聞
』
で
も
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
、
十
一
月
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
（
総
合
）「
源
氏
物
語 

黄
金
絵
巻
の
謎
」
と
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
（
Ｂ
Ｓ
hi
）「
源
氏
物
語 

一
千
年
の
旅 

〜
二
五
〇
〇
枚
の
源
氏
絵
の

謎
〜
」
が
放
送
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桐
壺
巻
に
つ
い
て
は
吉
川
美
穂
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
考

8
が
発
表
さ

れ
、
個
人
蔵
の
葵
巻
に
つ
い
て
も
松
岡
知
華
氏
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
の
享
受
史
の
観
点
か
ら
は
小
嶋
氏
、

詞
書
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
青
木
氏
に
よ
る
研
究

9
が
精
力
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
二
〇
一
三
年
七
月
に
開
催
さ

れ
た
の
が
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
め
ぐ
る
二
回
目
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
10
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
桐
壺
巻
と
葵
巻
に
加
え
、

杉
原
盛
安
、
遍
照
院
良
淳
、
賀
茂
社
家
と
九
条
家
と
の
か
か
わ
り
、
地
下
官
人
層
の
実
態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
知
見
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
な
か
で
も
松
岡
氏
の
発
表
は
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
一
図
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ど
の
巻
に
該
当
す
る
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
「
葬
礼
図
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
が
、
葵
巻
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
注
目
を
集
め

た
11
。
浮
舟
の
葬
礼
か
と
も
言
わ
れ
て
い
た
「
葬
礼
図
」
が
葵
の
上
の
葬
礼
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
賢
木
巻
以
降
の
絵
巻
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
何
ら
か
の
事
情
で
賢
木
巻
ま
で
し
か
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、
バ
ー
ク
本
の
絵
、
詞
書
筆
者
、
情
景
選
択
、
帚
木
巻
と
の
比
較

　

賢
木
巻
は
、
も
と
は
六
巻
の
絵
巻
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
商
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
オ
ス
テ
ィ
ア
氏
に
よ
っ
て
三
十
一
段
の
絵
に
分
け

ら
れ
て
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
作
ら
れ
た
カ
タ
ロ
グLes jardins d'or du Prince G

enji  

12
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
二
段
が
、
本
稿

で
述
べ
る
藤
壺
の
出
家
と
韻
塞
ぎ
の
場
面
で
あ
る
。
詞
書
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
行
方
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
藤
壺
の
出
家
の
場

面
か
ら
見
て
い
こ
う
。

藤
壺
の
出
家
（
図
1
）

　

桐
壺
院
の
一
周
忌
の
法
要
が
終
わ
り
、
藤
壺
が
主
催
す
る
法
華
八
講
が
催
さ
れ
た
。
バ
ー
ク
本
の
第
一
図
は
、
そ
の
法
華
八
講
の
果
て

（ 32 ）

一
、
バ
ー
ク
本
の
発
見
か
ら
二
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ア
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
バ
ー
ク
財
団
で
、
小
嶋
菜
温
子
氏
、
青
木
慎
一
氏
と
と
も
に
、
賢
木
巻
の
一

部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
断
簡
二
段
を
発
見
し
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た

1
。
藤
壺
の
出
家

と
韻
塞
ぎ
の
場
面
に
あ
た
る
賢
木
巻
断
簡
（
以
下
、
バ
ー
ク
本
と
称
す
）
の
絵
と
、
賢
木
巻
の
情
景
選
択
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
と

江
戸
文
化
―
可
視
化
さ
れ
る
雅
俗
』
掲
載
の
旧
稿

2
に
、
バ
ー
ク
本
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
書
掲
載
の
小
嶋
氏
に
よ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

3
に
詳
し
い
。
旧
稿
の
概
略
は
次
章
に
記
す
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
バ
ー
ク
本
発
見
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
簡
単
に

述
べ
て
お
き
た
い
。

　

バ
ー
ク
本
の
発
見
か
ら
ひ
と
月
後
の
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
立
教
大
学
日
本
文
学
科
創
設
五
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

4
の
た

め
に
来
日
し
て
い
た
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー
＝
ボ
エ
ー
ル
氏
よ
り
、
賢
木
巻
の
別
の
断
簡
が
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
ル
ネ
・
シ
フ
ェ
ー
ル
訳
『
源
氏
物
語
』

5
に
掲
載
す
る
源
氏
絵
を
集
め
る
な
か
で
発
見
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
個
人
蔵
断
簡

（
以
下
、
ベ
ル
ギ
ー
本
と
称
す
）
は
、
光
源
氏
が
三
条
宮
に
移
っ
た
藤
壺
を
訪
ね
る
場
面
と
、
バ
ー
ク
本
韻
塞
ぎ
の
次
の
場
面
で
あ
る
負

け
態
の
場
面
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
に
は
、
立
教
大
学
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
大
学
と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
源
氏

物
語
の
文
化
史
―
宗
教
、
芸
能
、
美
術
」
に
て
、
バ
ー
ク
本
の
紹
介
を
お
こ
な
う
機
会
を
得
た

6
。
発
表
内
容
に
加
筆
し
た
も
の
が
旧
稿

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
源
氏
千
年
紀
に
沸
く
二
〇
〇
八
年
七
月
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」

を
も
と
め
て
―
近
世
初
期
の
公
家
文
化
圏
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
」
が
開
催
さ
れ
た

7
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
先
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
大
規
模
な
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
か
ん
す
る
初
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、
ボ
エ
ー
ル
氏
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
て
賢
木
巻
の
断
簡
が
さ
ら
に
二
段
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
二

段
と
は
、
韻
塞
ぎ
の
前
の
場
面
で
あ
る
光
源
氏
が
新
年
の
三
条
宮
に
参
上
す
る
場
面
と
、
負
け
態
の
次
の
場
面
で
あ
る
光
源
氏
と
朧
月
夜

と
の
密
会
が
発
覚
す
る
場
面
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
賢
木
巻
の
断
簡
は
、
計
六
段
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
遡
る
五
月
に
は
、
個
人
蔵
の
桐
壺
巻
が
発
見
さ
れ
、
名
古
屋
の
蓬
左
文
庫
に
て
展
示
、
世
間
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
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幻の「源氏物語絵巻」の制作背景再考

（ 31 ）

幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
制
作
背
景
再
考

稲　

本　

万
里
子

キ
ー
ワ
ー
ド
：
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」、
源
氏
絵
、
賢
木
、
随
心
院
栄
厳
、
九
条
幸
家

は
じ
め
に

　

『
源
氏
物
語
』
は
、
中
世
・
近
世
を
と
お
し
て
絵
巻
、
冊
子
、
扇
面
、
色
紙
、
屏
風
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
に
絵
画
化
さ
れ
て
き

た
が
、
現
存
作
例
の
う
ち
最
大
規
模
の
作
品
が
、
十
七
世
紀
中
頃
に
制
作
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
で
あ
る
。
石
山

寺
に
末
摘
花
巻
上
巻
（
以
下
、
石
山
寺
本
と
称
す
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
末
摘
花
巻
中
巻
、
末
摘
花
巻
下
巻
、
帚
木
巻
一
巻
（
以
下
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
称
す
）
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
個
人
蔵
の
葵
巻

六
巻
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
賢
木
巻
の
断
簡
二
段
を
紹
介
し
た
あ
と
、
ベ
ル
ギ
ー
で
二
段
、
フ
ラ
ン
ス
で

二
段
が
発
見
さ
れ
、
国
内
で
も
桐
壺
巻
三
巻
が
発
見
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
詞
書
に
は
『
源
氏
物
語
』
の
全
文
が
書
写
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
桐
壺
巻
か
ら
夢
浮
橋
巻
ま
で
の
す
べ
て
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
二
百
巻
以
上
に
も
お
よ
ぶ
厖
大
な

セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
め
ぐ
る
現
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
賢
木
巻
断
簡
の
絵
と
、

賢
木
巻
の
詞
書
筆
者
と
情
景
選
択
に
つ
い
て
、
旧
稿
の
概
略
に
そ
の
後
の
見
解
を
加
え
て
ま
と
め
、
賢
木
巻
と
同
じ
詞
書
筆
者
に
よ
る
帚

木
巻
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
制
作
背
景
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
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